
Arm Flexible Access日本システムウエア事例
国内唯一Arm認定デザインパートナーが
活用する“柔軟なIP利用モデル”とは
最適なデバイス設計に向け、さまざまな IPを試したいと考えるエンジニアを悩ませるのが “IPのライセンスコスト問題 ”だ。
国内屈指の技術力を誇る IoT＆AIソリューションベンダーの日本システムウエア（NSW）は、その解決策として柔軟性の
高い提供モデル「Arm Flexible Access」を活用している。

NSW プロダクトソリューション事
業本部 デバイスソリューション事業
部 SOCデザイン部 マネージャー
の桐原崇氏

　IoT関連や車載などの先進機器向けデバイスの開発には、
最新かつ多種多様な IPの利用が不可欠となっている。最適
なデバイス設計に向け、さまざまな IPを試したいと考えるエ
ンジニアを悩ませるのが、開発初期段階でデバイス構成を検
討する際の “IPのライセンスコスト問題 ”だ。特に車載機器
など大規模な設計開発となる分野では、この IP利用の制限
が大きなビジネスチャンスの損失にもつながるため、経営課
題としても重要視されている。
　国内屈指の技術力を誇る IoT ＆ AI ソリューションベン
ダーの日本システムウエア（以下、NSW）も同様の悩みを
抱えていた。その解決策として同社が活用しているのが、柔
軟性の高い提供モデル「Arm Flexible Access」だ。
　同社は 2018年 11月に、日本で唯一の Arm認定デザイ
ンパートナー（AADP：Arm Approved Design Partners）
に認定されている。AADPに選ばれた企業は全世界で 20
社程しかなく、国内では同社が唯一の AADPとなる。そし
てAADP認定の特典としてArm Flexible Accessが利用
可能となっており、同社はそのメリットをフルに生かしてビジ
ネスを行っている。
　NSWは、ITソリューション、サービスソリューション、プ
ロダクトソリューションという 3つの事業領域と、これを組
み合わせた IoT＆AIソリューションを提供するベンダーだ。
同社の「Toami」ブランドの IoTプラットフォームは、特に
製造業やインフラ向けなどで広く使われており、その名前を
耳にした方も多いだろう。

　同社はデバイス開発も手掛けており、その中にはゲートア
レイを利用したASICデザインサービスやArmの IPを利用
したSoCデザインサービス、さらにはテープアウトまでのサ
ポートを行う LSIレイアウトデザインなども含まれている。
　NSWは自社のデータセンターを利用したクラウドサービ
スから、業務システム開発、Webサイト構築、ネットワーク
インフラ構築、組み込みシステム開発、デバイス開発など、
ハードウェアとソフトウェア両方のソリューションを提供して
いる。プロダクトソリューション事業本部 デバイスソリュー
ション事業部 SOCデザイン部 マネージャーの桐原崇氏は
「私の所属部署では主に半導体の開発を手掛けており、LSI
の開発や FPGAの設計を行っている。単に論理設計だけで
なく、一部物理設計や、アナログデバイスの設計まで多方面
にわたる」と語る。



図 1　日本システムウエア（NSW）の事業内容

　プロダクトソリューション事業本部全体としては、最近で
は自動車業界向けにMBD（Model Based Development：
モデルベース開発）を利用した開発や、車体制御などのソフ
トウェア、ADASやモバイルアプリケーションなども手掛け
ているという。またNSW全体で注力している IoTや AIに
関しては、デバイス開発に加えてその上のファームウェアやソ
フトウェア開発、デバイスを搭載するボード開発、さらには
IoTデバイスのマネジメントまで包括的にカバーする形でソ
リューションを提供している。この中で、デバイスソリュー
ション事業部はデバイス開発を担う形になる。
　デバイス開発と言っても自社製のチップを開発するのでは

なく、あくまでも顧客の要望にあわせて望む形のチップを設
計し、そのRTL（Register Transfer Level）を顧客に引
き渡す、要するにデザインスタジオ的な役割を果たしている。
顧客からの要望があればそこから物理設計を行ってテープ
アウトまで引き受けることもあり、その結果として製造された
チップのファームウェアやアプリケーション、さらにはその
チップを搭載するボード開発なども行えるが、そのチップは
あくまで顧客のものだ。こうしたビジネスの特質上、NSW
の名前が表へ出てくることは少ないそうで、いわば “システ
ム開発の黒子役 ”と言ってもよい。



「IPの品質」で 
一番安心できるものを利用したい

　そのNSWがArmの IPを利用した開発を行うようになっ
たのは 2000年代、ArmがCortexシリーズを発表したころ
だ。当時からNSWは Armのパートナープログラムに登録
していたが、Armの IPを使うメリットについて桐原氏は「既
にArmのコアはデファクトスタンダードになっていることも
あって、採用事例が多い。IPの品質も高く、長く使っている
ため手慣れていることから開発期間も短く抑えられる。新 IP
を利用する場合でも、機能や性能の差が明確で顧客へ提案
しやすい」と語る。
　この「IPの品質」については、プロセッサそのものやそこ
につながる割り込みコントローラやデバッグ IP、プロセッサ
の Interconnectといったクリティカルな部分では「やはり
Armの IPを利用するのが一番安心できる。無償ライセンス
で利用できるオープン系の IPは、ここが一番ネックになる」
と桐原氏は強調する。
　Armの IPを使うことでライセンスコストこそかかるが、そ
の分Armが品質を担保してくれることになる。ところがオー
プン系の場合、品質は最終的に顧客が担保する必要がある。
そのためには、単に論理検証だけでは足らず、物理検証や
実際に製造後のテストなども厳しく行わなければならない。
論理検証だけならまだ時間を掛ければ何とかなるが、物理
検証や製造後のテストは、手間とコストが膨大に掛かる部分
だ。「これらのコストを積み上げると、オープン系の IPを使
うのが安価とは必ずしも言えない」（桐原氏）。
　また ASICを利用したアプリケーション開発には、OS/
RTOSを含めたソフトウェア環境の構築も必要になる。オー
プン系の場合、OSカーネルやドライバー／ミドルウェアな
どの移植に手間取ることも少なくない。一方、Armベースな
らば既にエコシステムでのサポートが十分にあり、さまざま
なソフトウェアが存在するため、そうした煩雑さを解消でき
る。総じて、開発全体に掛かるコストや期間において大きな
アドバンテージがある。
　15年以上の長きにわたりArmの IPをベースにデザイン
パートナーとしてビジネスを続けていたNSWが 2018年に
認定されたAADPだが、そのパートナーの技術力や過去の
実績、さらにはどんなツールを利用してどのように開発して

いるかという手順などもきちんと監査を行い、これに合格し
たパートナーのみが取得できるという、かなりハードルの高
いものだ。このAADPを取得したということはArmがその
パートナーの技術力を認めたということでもある。
　このAADPになることのメリットの一つに、Arm Flexible 
Accessがある。通常Arm Flexible Accessは単独で契約
する必要があるが、AADPでは Arm Flexible Accessが
利用可能となっており、NSWではこの Arm Flexible 
Accessをフルに活用しているそうだ。

Arm Flexible Accessが実現する 
「迅速かつ精度の高い提案」

　では具体的にどんな使い方をしているのだろうか？通常デ
ザインハウスでは、顧客の相談を受けてから、構成の見積も
りを行い、顧客が納得したら顧客が Armとライセンス契約
する。このライセンスを使って設計を始めるという形になる。
ただこの流れであれば、実際に IPを利用できるのは契約の
後になる。従って構成の見積もりは、複数の IPの取捨選択
が難しいことから精度を高めにくいケースもある。
　この課題に対してNSWではArm Flexible Accessを利
用することで “ 顧客から相談を受けた時点で ” 複数の IPを
組み合わせてシミュレーションを行うことが可能になった。
「結果としてフィジビリティスタディの精度が大幅に向上。複
数の IPの取捨選択が自由に行えるのもメリットだ。Arm 
Flexible Accessではテープアウトまではライセンス費用が
一切発生しないため、時間が許す限りシミュレーションを
行って、実際の製品構成を厳密に詰めることができる。これ
まで触ったことがなかった IPを自由に試せるようになり、そ
れによる知見の蓄積により、顧客に対しても効果的な提案を
行えるようになった」（桐原氏）。
　顧客の側としても、これは大きなメリットだ。従来、先進
的な ASICの開発においては一定の不確実性を伴うケース
もあった。なにしろライセンスコストは決して安くないから、
社内での稟議を通すのに一苦労ということは少なくない。お
まけに契約をして IPを入手したものの、性能が足りなかっ
た、あるいは余ったといったマッチングミスも、しばしば発
生していた。性能不足だと最悪作り直しになりかねない。
　ところが Arm Flexible Accessを利用し、実際の IPを
使って厳密なシミュレーションを行った結果として選択したコ
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アであれば、稟議を通す際の説得力が増す上、マッチングミ
スも大幅に軽減されることになる。こうしたメリットは、デザ
インハウスの役割を果たすNSWが Arm Flexible Access
を利用でき、そしてこれをフルに生かせる技術力があるからこ
そ生まれるものだ。

顧客のニーズに寄り添った 
ソリューション提案を

　NSWが注力する IoT/AI分野では、昨今はエッジやエン
ドポイントに近い部分でも処理能力や高セキュリティが欠か

せない要素になりつつある。特にAIでは、エンドポイント向
けに省電力である程度の性能を出すインタフェースエンジン
のニーズが高い。
　「これらのニーズに対し、NSWではCortex-M系のプロ
セッサ＋セキュリティ機能に、NSWの AIインタフェースソ
リューションを組み合わせる提案を計画している。こうした
ケースでも、さまざまなプロセッサ IPを組み合わせて評価を
行えるArm Flexible Accessはとても有効。今後もArm 
Flexible Accessを活用して、顧客のニーズに寄り添った形
でソリューションを提供していきたい」（桐原氏）


